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障害者自立支援法に基づく新体系のサービ
スを提供する施設への移行の状況（検討＝
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①障害者就労支援の充実
②高田馬場福祉作業所の建替えと新体系サービスへの移行

区役所内インターンシップの充実

就労を継続するための相談体制の充実

障害者受け入れ企業の開拓と企業の支援

2 ②

   障害者自立支援法の５つの柱の一つである「障害者がもっと働ける社会の構築」のため、就労支援体制の一環として、障害者
の就労支援事業の充実と、就労支援の場の充実を図ります。

37 障害のある人への就労支援の充実

Ⅲ 個別目標 基本施策

指
標
４

目標値１①

実績１②

③＝②／① ％

福祉施設から一般就労への移行
者数（累計）

障害者自立支援法に基づく新体
系のサービスを提供する施設への
移行状況



コスト

評価

進捗状況・今後の取組み方針

□ 現状のまま継続 □ 手段改善 □ 事業縮小 ■ 事業拡大

□ 事業統合 □ 休廃止 □ その他（制度改正等）

0

　就労支援の充実のため、更なるきめ細やかな支援が必要です。また、２１年度から就労移行支援・就
労継続支援事業へ移行した事業所への緑化推進事業委託の拡大が必要です。
　高田馬場福祉作業所の事業者・利用者に新体系事業の説明を行うとともに関係条例等の整備を行う
必要があります。また新施設の更なる検討を行います。

　新たに立ち上げられた新宿区勤労者・仕事支援センターとの連携を緊密に図りながら就労支援を行
うとともに、緑化推進事業を拡大していくこととします。
　高田馬場福祉作業所の事業者・利用者に新体系事業の説明を行うとともに関係条例等の整備を行う
必要があります。また新施設の更なる検討を行います。

　一般就労は順調に進んでおり、引き続き事業を継続していく必要があります。
　また、高田馬場福祉作業所の新体系事業への移行について、事業者や利用者に説明する必要があ
ります。また、新たな施設についてどのような設備等が必要か検討が必要です。

　就労支援の充実のため、新たに「障害者による地域緑化推進事業」を立ち上げます。
高田馬場福祉作業所の事業者・利用者に新体系事業の説明を行うとともに、新施設の検討を行いま
す。

　就労支援の充実のため、新たに「障害者による地域緑化推進事業」を立ち上げました。
　高田馬場福祉作業所の事業者・利用者に新体系事業の説明を行い、新施設の検討を行いました。
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　障害のある人への就労支援の充実により、年々一般就労へ結びついてお
り、計画以上に進んでいます。
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　委託や指定管理による運営を都補助金等を活用して行っており、効果
的・効率的です。

　年々、一般就労へ結びついており、達成度は高いものと評価します。
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　新宿区障害者計画・障害福祉計画と整合を図っており適切です。
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　委託や指定管理による運営を行っており、適切です。
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